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タイ語の関係節構文 *  

 

高 橋 清 子   

 

1 .  は じ め に  

日 本 語 の 関 係 節（ 連 体 修 飾 節 ）に 関 す る 論 考 は 数 多 い 。生 成 文 法 の

枠 組 み で は 1 9 7 0 年 代 に 井 上 ( 1 9 7 6 )に よ っ て 日 本 語 の 関 係 節 に 関 す る

詳 細 な 分 析 が 提 示 さ れ た 。 井 上 ( 1 9 7 6 :  1 6 3 - 1 6 4 )に よ る と ， 名 詞 句 （ 埋

め 込 み 文 を 含 む 複 合 名 詞 句 ）の 内 部 構 造 に 含 ま れ る 埋 め 込 み 文 に は 以

下 の 3 種 類 （ ① 関 係 節 ( 1 )， ② 同 格 節 ( 2 ) ,  ( 3 )， ③ 名 詞 化 構 造 ( 4 )） が あ

る と い う 。  

 

( 1 )   宇 宙 中 継 で 放 映 さ れ た 大 会 の 実 況 が 今 日 の 話 題 に な っ た 。  

「 関 係 節 」  

( 2 )  大 会 の 実 況 が 宇 宙 中 継 で 放 映 さ れ た と の ニ ュ ー ス が 伝 わ っ た 。  

 「 同 格 節 」  

( 3 )  議 長 は 会 議 が 定 刻 に 始 め ら れ な か っ た 事 実 を 重 視 し て い る 。  

 「 同 格 節 」  

( 4 )  大 会 の 実 況 が 宇 宙 中 継 で 放 映 さ れ た こ と が 報 告 さ れ た 。  

「 名 詞 化 構 造 」  

 

関 係 節 が 同 格 節 と 名 詞 化 構 造 か ら 区 別 さ れ る の は ，関 係 節 に は「 基

底 構 造 に 主 名 詞 と 同 一 の 名 詞 句 を 仮 定 で き る 」と い う 特 色 が あ る か ら

で あ る と 井 上 ( 1 9 7 6 )は 説 明 す る 。 言 い 換 え れ ば ， 関 係 節 に よ っ て 修 飾

さ れ る 主 名 詞 と 同 一 の 名 詞 句 が 関 係 節（ 埋 め 込 み 文 ）の 中 で 主 語 や 目

                                                  
*  本 稿 は 神 田 外 語 大 学 言 語 科 学 研 究 セ ン タ ー 1 0 周 年 言 語 学 研 究 会 『 7 0 年 代

「 日 本 語 の 生 成 文 法 研 究 」 再 認 識 ― 久 野 暲 先 生 と 井 上 和 子 先 生 を 囲 ん で ― 』

（ 2 0 1 0 年 7 月 1 - 2 日 ， 神 田 外 語 大 学 ， 千 葉 ） で 発 表 し た 内 容 に 加 筆 修 正 を 施

し ま と め 直 し た も の で あ る 。 同 研 究 会 の 参 加 者 の 方 々 か ら 有 益 な 指 摘 や 批 評

を い た だ い た 。 特 に 長 谷 川 信 子 氏 か ら は 執 筆 の 過 程 で 多 く の 貴 重 な コ メ ン ト

を い た だ い た 。 感 謝 申 し 上 げ た い 。 本 稿 の 誤 り や 不 備 は す べ て 筆 者 に 帰 す る

こ と は 言 う ま で も な い 。  
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的 語 な ど と し て の 文 法 上 の 役 割 を 果 た し て い る と 解 釈 さ れ る と い う

こ と で あ る 。例 え ば ( 1 )の 主 名 詞「 大 会 の 実 況 」は 関 係 節 の 中 で 述 語「 放

映 さ れ た 」の 主 語 の 役 割 を 果 た し て い る と 解 釈 さ れ ，主 名 詞 と 同 一 の

名 詞 句 を 含 む 基 底 文「 大 会 の 実 況 が 宇 宙 中 継 で 放 映 さ れ た 」を 仮 定 で

き る と い う 。  

本 稿 の 分 析 対 象 は タ イ 語 1 の 関 係 節 で あ る 。 日 本 語 の 関 係 節 構 文 は

関 係 節 化 形 式（ 関 係 節 を 形 成 す る と き に 使 わ れ る 形 式 ）を 含 ま な い が ，

タ イ 語 の 関 係 節 構 文 に は 関 係 節 化 形 式 t h î i ,  s ɯ̂ ŋ ,  Ɂ a n 2を 含 む も の と 含

ま な い も の が あ る 。現 代 タ イ 語 の 関 係 節 構 文 は 関 係 節 化 形 式 の 種 類 に

よ っ て 以 下 の よ う に 大 き く 3 種 類（ ① 関 係 節 化 形 式 t h î i を 含 む t h î i  関
係 節 構 文 ( 5 )，② 関 係 節 化 形 式 s ɯ̂ ŋ を 含 む s ɯ̂ ŋ  関 係 節 構 文 ( 6 )，③ 関 係

節 化 形 式 を 含 ま な い 裸 の 関 係 節 構 文 ( 7 )） に 分 類 で き る 。  
  

                                                  
1  タ イ 語 は ，声 調 言 語 ，孤 立 語 ，「 主 語 ，動 詞 ，目 的 語 」，「 被 修 飾 語 ，修 飾 語 」

と い う 基 本 語 順 を 持 つ 言 語 ， 複 数 の 動 詞 句 が 接 続 詞 を 介 さ ず に 連 続 す る こ と

を 許 す 動 詞 （ 句 ） 連 続 言 語 ， 統 語 上 の 概 念 （ 主 語 な ど ） よ り も 情 報 構 造 上 の

概 念（ 主 題 な ど ）の ほ う が 優 位 に 働 い て 文 章 が 構 成 さ れ て い く 主 題 卓 越 言 語 ，

な ど と 分 類 さ れ る こ と が 多 い が ， 印 欧 語 研 究 者 に は 馴 染 み の 薄 い 「 理 解 し 難

い 」 特 徴 を 数 多 く 持 っ て お り ， そ れ ら の 特 徴 に も 留 意 す べ き で あ る 。 い く つ

か 例 を 挙 げ れ ば ， 内 容 語 と 機 能 語 は 連 続 体 を 成 し 両 者 を 区 別 す る こ と が 難 し

い こ と ，文 法 範 疇 概 念 の 特 定 化 が 必 須 で は な い（ 文 法 範 疇 の 必 須 標 識 が な い ）

こ と ，必 須 項 は な く ，動 詞 と 名 詞 句 の 結 び つ き は か な り 自 由 で ，動 詞 の 項（ 主

語 ， 目 的 語 ） と 非 項 （ 斜 格 名 詞 句 ， 補 語 ， 付 属 語 な ど ） を 区 別 し 難 い こ と ，

動 詞 が 名 詞 句 を 項 と し て 支 配 す る 階 層 構 造 を 成 す 文 と い う 単 位 を 規 定 で き な

い こ と ， な ど で あ る 。  
2  関 係 節 化 形 式 Ɂ a n は 現 代 タ イ 語 に お い て 口 語 的 な 表 現 に は 使 わ れ ず ， 文 語

的 な 表 現 に し か 使 わ れ な い 。 例 え ば ， Ɂ a n を 含 む 例 ( i )が お か し い の は ， Ɂ a n
が 使 え る ほ ど の 堅 い 内 容 の 表 現 で は な い か ら で あ る 。  
 
( i )  ?  k h â a w   Ɂ a n   n ǐ a w  
 米   関 係   粘 る  
 （ 意 図 す る 意 味 ） 粘 る 米  
 

ま た ， 関 係 節 化 形 式 Ɂ a n は 類 別 詞 と 共 起 し な い 。 Ɂ a n は 現 代 で は 関 係 節 化

形 式 よ り も 類 別 詞 と し て 使 わ れ る 頻 度 が 高 い か ら で あ ろ う 。 こ の よ う に Ɂ a n
の 関 係 節 化 形 式 と し て の 用 法 に は 制 約 が あ り ， 本 稿 で は Ɂ a n 関 係 節 構 文 に つ

い て は 考 察 し な い 。  
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( 5 )  k h â a w   t h î i  n ǐ a w   「 t h î i  関 係 節 構 文 」  

米   関 係  粘 る   

粘 る 米 （ 米 ， 粘 る も の ）  

( 6 )  k h â a w   s ɯ̂ ŋ  n ǐ a w   「 s ɯ̂ ŋ  関 係 節 構 文 」  
 米   関 係  粘 る  

粘 る 米  

( 7 )  k h â a w     n ǐ a w   「 裸 の 関 係 節 構 文 」  

米    粘 る  

粘 る 米 （ 米 は 粘 る /も ち 米 ） 3  

 

本 稿 で は ( 5 )～ ( 7 )の よ う な 3 種 類 の 関 係 節 構 文 を 取 り 上 げ ， タ イ 語

話 者 が そ れ ら を ど の よ う に 使 い 分 け て い る の か を 探 っ て い く 。先 行 研

究 の 中 に は ， タ イ 語 の 典 型 的 関 係 節 は t h î i 関 係 節 で あ り ， t h î i 関 係 節

は 制 限 的 な（ 主 名 詞 句 の 指 示 領 域 を 制 限 し ，下 位 集 合 を 特 定 す る ）関

係 節 で あ る と 説 明 す る も の が あ る 。 ま た 1 8～ 2 0 世 紀 の タ イ 語 の 通 時

的 言 語 資 料 を 調 べ た P r o m p a p a k o r n  ( 1 9 9 6 )は ，関 係 節 化 形 式 の 使 用 頻 度

が そ の 時 期 に 増 大 し た こ と ，中 で も 特 に t h î i の 使 用 頻 度 が 顕 著 に 増 大

                                                  
3  ( 7 )の 「 k h â a w  n ǐ a w」 は ， 主 名 詞 句 「 k h â a w  ‘米 ’」 を 関 係 節 「 n ǐ a w  ‘粘 る ’」

が 修 飾 し 「 粘 る 米 」 と い う 関 係 節 構 文 を 成 立 さ せ て い る と 見 る こ と も で き る

が ， 主 語 名 詞 句 /主 題 名 詞 句 「 k h â a w  ‘米 ’」 と 述 語 動 詞 句 「 n ǐ a w  ‘粘 る ’」 が 結

び つ き 「 米 は 粘 る 」 と い う 意 味 を 表 し て い る と 見 る こ と も で き る 。 さ ら に ，

「 k h â a w  n ǐ a w」 は 「 も ち 米 」 と い う 意 味 を 表 す 複 合 語 （ 慣 用 表 現 ） と し て も

定 着 し て い る 表 現 で あ る 。  
関 係 節 化 形 式 を 含 む ( 5 ) ,  ( 6 )は 関 係 節 構 文 で あ る こ と が 形 の 上 か ら は っ き

り わ か る の に 対 し ，関 係 節 化 形 式 を 含 ま な い ( 7 )は 文 脈 が な け れ ば 関 係 節 構 文

で あ る の か ど う か わ か ら な い 。 そ の 理 由 と し て ， タ イ 語 で は 動 詞 に 定 性 の 形

態 的 区 別 （ 定 動 詞 ・ 不 定 動 詞 の 区 別 ） が な い こ と ， 連 体 修 飾 形 式 「 被 修 飾 語

の 名 詞 句 ＋ 修 飾 語 の 動 詞 句 」 と 叙 述 形 式 「 主 語 の 名 詞 句 ＋ 述 語 の 動 詞 句 」 の

語 順 や 音 調 が 変 わ ら な い こ と ， 形 態 論 ， 統 語 論 の 観 点 か ら 分 類 さ れ る 形 容 詞

と い う 語 類 が な い こ と （ 属 性 や 状 態 な ど を 表 す 語 は 動 詞 の 下 位 分 類 と み な さ

れ る こ と ），句 や 節 や 文 な ど の 統 語 単 位 が あ い ま い で 句 読 点 を つ け ら れ な い こ

と ， 等 々 を 挙 げ る こ と が で き る 。  
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し た こ と を 発 見 し た 。使 用 頻 度 の 点 か ら 言 え ば ，確 か に 現 代 タ イ 語 の

典 型 的 関 係 節 は t h î i 関 係 節 で あ る と 言 っ て よ い よ う に 思 え る 。し か し

本 稿 の 分 析 結 果 か ら 筆 者 は 以 下 の 結 論 に 至 っ た 。① タ イ 語 の 典 型 的 関

係 節 は 非 制 限 的 な （ 情 報 付 加 の 機 能 を 持 つ ） s ɯ̂ ŋ  関 係 節 ( 6 )で あ る 。

② 非 制 限 的 で も 制 限 的 で も あ り 得 る t h î i 関 係 節 ( 5 )は ，構 造 的 に は む し

ろ 井 上 ( 1 9 7 6 )の 言 う 同 格 節 ( 2 ) ,  ( 3 )や 名 詞 化 構 造 ( 4 )に 近 く ，い わ ば 周 辺

的 関 係 節 で あ る 。③ 定 形 に な り 得 な い（ 話 し 手 の モ ダ リ テ ィ 解 釈 や ア

ス ペ ク ト 解 釈 を 含 み 得 な い ）裸 の 関 係 節 ( 7 )は 複 合 名 詞 句 に 限 り な く 近

い 。  

本 稿 の 目 的 は ，タ イ 語 の 関 係 節 構 文 に 関 す る 先 行 研 究 を 概 観 し ，タ

イ 語 の 主 要 な 3 種 類 の 関 係 節 構 文 の 意 味 機 能 の 異 同 を よ り 基 本 的 な 分

析 概 念 を 用 い て 明 示 的 に 説 明 す る こ と で あ る 。ま ず 現 代 タ イ 語 の 関 係

節 構 文 の 特 徴 を 具 体 的 に 見 て い く （ 第 2 節 ）。 次 に タ イ 語 の 関 係 節 化

形 式 の 多 義 性 ， 多 機 能 性 に つ い て 説 明 し （ 第 3 節 ）， こ れ ま で の タ イ

語 の 関 係 節 構 文 の 分 類 を 紹 介 す る （ 第 4 節 ）。 そ し て 新 た な 分 析 を 提

示 し （ 第 5 節 ）， 最 後 に 本 稿 の 分 析 に よ っ て 得 ら れ た 仮 説 を ま と め る

（ 第 6 節 ）。  

 

2 .  タ イ 語 の 関 係 節 構 文 の 特 徴  

タ イ 語 の 連 体 修 飾 の 語 順 は「 名 詞 句（ 被 修 飾 語 ）＋ 修 飾 語 」で あ る 。

関 係 節 構 文 は「 主 名 詞 句 ＋ 関 係 節 」の 語 順 と な る 。関 係 節 構 文 に 生 起

可 能 な 構 成 素 の 生 起 順 序 を ( 8 )に 示 し た 。ま ず 主 名 詞 句 ，次 に 類 別 詞 4，

                                                  
4  タ イ 語 の 関 係 節 構 文 で は 類 別 詞 が 主 名 詞 句 と 関 係 節 の 間 に 生 起 し 得 る 。 類

別 詞 が あ る と ， 主 名 詞 句 の 指 示 物 は よ り 具 体 的 な 個 体 と し て 解 釈 さ れ る 。  
タ イ 語 の 類 別 詞 は 類 別 化 ( c l a s s i f i c a t i o n )と い う 基 本 的 機 能 を 持 つ 他 ，数 量 詞

と 共 起 し た と き は 個 別 化 ( i n d i v i d u a l i z a t i o n )の 機 能 を 持 ち ， 指 示 詞 と 共 起 し た

と き は 単 一 標 示 ( s i n g u l a t i v e )の 機 能 を 持 ち ，形 容 詞（ 属 性 や 性 質 な ど の 静 的 状

態 を 表 す 動 詞 ， い わ ゆ る 状 態 動 詞 ） と 共 起 し た と き は 定 標 示 ( d e f i n i t e n e s s )の
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そ の 次 に 関 係 節 化 形 式 ，最 後 に 関 係 節 で あ る 。( 9 )の 関 係 節 構 文 を 例 に

と る と ， ま ず 主 名 詞 句 「 d è k  ‘子 供 ’」， 次 に 類 別 詞 「 k h o n」， そ の 次 に

関 係 節 化 形 式「 t h î i  /  s ɯ̂ ŋ」，最 後 に 関 係 節「 m a a  s ǎ a y  ‘遅 刻 し て 来 る ’」

                                                                                                                                                                       
機 能 を 持 ち ， ま た ， 指 示 詞 あ る い は 形 容 詞 と 共 起 し た と き に は 対 比 標 示

( c o n t r a s t )の 機 能 も 持 つ と さ れ る ( B i s a n g  ( 2 0 0 9 :  4 0 - 4 3 ) )。  
 
( i )  k h â a w   m é t  r i i  
 米   類 別  先 細 り の 形 だ  
 先 細 り の 形 を し た 米  
( i i )  ?  k h â a w   r i i  
 米   先 細 り の 形 だ  
 （ 意 図 す る 意 味 ） 先 細 り の 形 を し た 米  
 

粒 状 の 形 態 を 持 つ も の に 適 用 さ れ る 類 別 詞 「 m é t」 を 含 む ( i )で は ， 類 別 詞

に よ っ て 米 粒 と し て の 米 が 指 示 さ れ ， そ の 米 粒 が 先 細 り の 形 を し て い る の だ

と い う こ と が わ か る 。一 方 ，類 別 詞 を 含 ま な い ( i i )は タ イ 語 話 者 に と っ て 容 認

で き な い 表 現 で あ る 。 な ぜ な ら タ イ 人 に と っ て 「 k h â a w  ‘米 ’」 と は 輪 郭 の は

っ き り し た 個 体 で は な く ， 輪 郭 の は っ き り し な い 物 質 な の で ， 類 別 詞 に よ っ

て 粒 と し て 具 体 的 に 指 示 さ れ な い 限 り ， 形 状 に つ い て 修 飾 す る こ と が で き な

い か ら で あ る 。 た だ し こ の 説 明 は ， ( i ) ( i i )の よ う に 内 部 構 造 が 単 純 な 複 合 名

詞 句 や 裸 の 関 係 節 構 文 に 適 用 さ れ る も の で あ る こ と に 注 意 さ れ た い 。 ( i i i )の
よ う に 関 係 節 化 形 式 が 主 名 詞 句 の 後 ろ に 生 起 し て 関 係 節 を 形 成 す る 場 合 は ，

修 飾 さ れ る の が 「 米 」 で あ り 修 飾 内 容 が 「 米 粒 の 形 状 」 に つ い て の も の で あ

っ た と し て も ， 類 別 詞 「 m é t」 は 生 起 し な く と も よ い 。  
 
( i i i )   k h â a w   t h î i  r i i  

米   関 係  先 細 り の 形 だ  
先 細 り の 形 を し た 米 （ 米 ， 先 細 り の 形 を し た も の ）  

 
第 5 節 で 論 じ る よ う に ， t h î i 関 係 節 構 文 を 構 成 す る 主 名 詞 句 と 関 係 節 の 関

係 は「 特 定 名 詞 句 ＋ 特 筆 的 内 容 を 添 え る 名 詞 句 」と い う 並 列 関 係 で あ り ，s ɯ̂ ŋ
関 係 節 構 文 を 構 成 す る 主 名 詞 句 と 関 係 節 の 関 係 は「 主 題 名 詞 句 ＋ 評 言 補 文 節 」

と い う 弱 い 従 属 関 係 で あ る ， と 筆 者 は 考 え る 。 そ れ ら の 関 係 は ， 複 合 名 詞 句

や 裸 の 関 係 節 構 文 を 構 成 す る 構 成 素 同 士 の 関 係 と は 異 な り ， あ る 程 度 独 立 し

た 構 成 素 同 士 の 関 係 で あ る か ら ， 主 名 詞 句 の 後 ろ に 類 別 詞 が 生 起 す る か ど う

か （ 主 名 詞 句 の 指 示 物 が よ り 具 体 的 な 個 体 と し て 指 示 さ れ る か ど う か ） に よ

っ て そ の 関 係 性 が 左 右 さ れ る こ と は な い と い え る 。  
B i s a n g  ( 2 0 0 9 )が 指 摘 す る よ う に 類 別 詞 は 形 容 詞 （ 状 態 動 詞 ） と 共 起 す れ ば

定 標 示 の 機 能 を 持 つ が ， 類 別 詞 を 含 む 関 係 節 構 文 の 主 名 詞 句 が 常 に 定 と は 言

え な い 。5 . 4 節 で 論 じ る よ う に ，類 別 詞 を 含 む と 含 ま ざ る と に か か わ ら ず t h î i
関 係 節 構 文 の 主 名 詞 句 は 定 の 場 合 も 不 定 の 場 合 も あ る 。 本 脚 注 の 冒 頭 で 述 べ

た よ う に ， 類 別 詞 が 使 わ れ た 場 合 は 描 写 さ れ る も の の 具 体 度 が 増 す の で あ っ

て ， そ の 具 体 度 は 定 性 （ 第 5 節 ） と は 直 接 関 係 が な い 。  
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と い う 順 番 で あ る 。 5  

 

( 8 )  主 名 詞 句  +  {  /  類 別 詞 }  +  {  /  t h î i  /  s ɯ̂ ŋ }  +  関 係 節 [ … ]  

( 9 )  d è k   ( k h o n )  ( t h î i  /  s ɯ̂ ŋ )  m a a   s ǎ a y  
 子 供   （ 類 別 ）  （ 関 係 ）  来 る  遅 い  

 遅 れ て 来 た 子 供  

 

K e e n a n  ( 1 9 8 5 )や L e h m a n n  ( 1 9 8 6 )に よ る 類 型 論 的 分 類 で は ，タ イ 語 の

関 係 節 構 文 は ，関 係 節 の 外 に 主 名 詞 句 が あ り 主 名 詞 句 の 後 ろ に 関 係 節

が 置 か れ る タ イ プ ( e x t e r n a l - h e a d ,  p o s t n o m i n a l  t y p e )に 分 類 さ れ る 。関 係

節 の 中 に 主 名 詞 句 を 指 示 す る 形 式 が 入 ら な い 空 所 方 略 ( g a p  s t r a t e g y )

が 採 用 さ れ る こ と が 多 い が ，主 名 詞 句 を 指 示 す る 代 名 詞 が 入 る 代 名 詞

残 存 方 略 ( p r o n o u n  r e t e n t i o n  s t r a t e g y )が 採 用 さ れ る こ と も あ る 。例 え ば ，

( 1 0 )の 関 係 節 に は 主 名 詞 句「 n á ŋ s ɯ̌ ɯ  ‘本 ’」を 指 す 代 名 詞「 m a n  ‘そ れ ’」

が 含 ま れ て い る（ 代 名 詞 残 存 方 略 ）。し か し ( 11 )の よ う に 代 名 詞 を 含 ま

な い こ と の ほ う が 多 い （ 空 所 方 略 ）。  

 

( 1 0 )  n á ŋ s ɯ̌ ɯ   t h î i  c ɛ ̀ ɛ k  m a n  n a y  ŋ a a n  

 本   関 係  配 る  そ れ  中  催 し  

 催 し の 中 で （ そ れ を ） 配 る 本  

 

                                                  
5  た だ し ( i )の よ う に 類 別 詞 （ ( i )の 場 合 は 人 間 に 適 用 さ れ る 「 k h o n」） が 主 名

詞 句 で あ る 場 合 も あ り ， そ の 場 合 は 「 類 別 詞 （ =主 名 詞 句 ） +  {  /  t h î i  /  s ɯ̂ ŋ }  

+  関 係 節 [ … ]」 と い う 語 順 に な る 。  
 
( i )  k h o n  ( t h î i  /  s ɯ̂ ŋ )  m a a  s ǎ a y  
 類 別  （ 関 係 ）  来 る  遅 い  
 遅 れ て 来 た 子 供  
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( 11 )  n á ŋ s ɯ̌ ɯ   t h î i  c ɛ ̀ ɛ k    n a y  ŋ a a n  

 本   関 係  配 る   中  催 し  

 催 し の 中 で 配 る 本  

 

関 係 節 は こ れ ま で 言 語 類 型 論 の 分 野 で 広 く 研 究 さ れ ， K e e n a n  a n d  

C o m r i e  ( 1 9 7 7 ) に よ っ て 提 案 さ れ た 名 詞 句 接 近 度 階 層 ( n o u n  p h r a s e  

a c c e s s i b i l i t y  h i e r a r c h y ) と い う 仮 説 が 有 名 で あ る が ， Ya o w a p a t  a n d  

P r a s i t h r a t h s i n t  ( 2 0 0 9 )は そ の 仮 説 に 基 づ き ，タ イ 語 に お け る 関 係 節 化 を

許 す 名 詞 句 の 意 味 役 割 ，文 法 役 割（ 格 ）に つ い て 調 査 し た 。そ の 結 果 ，

タ イ 語 で は ，名 詞 句 接 近 度 階 層 の 最 上 位 に 位 置 す る も っ と も 関 係 節 化

さ れ や す い 主 格 名 詞 句（ 主 語 ）か ら ，最 下 位 に 位 置 す る も っ と も 関 係

節 化 さ れ に く い 比 較 対 象 物 格 名 詞 句 ま で ，す べ て の 格 の 名 詞 句 が 関 係

節 化 さ れ 得 る と 結 論 付 け た 。 6  

 

3 .  タ イ 語 の 関 係 節 化 形 式 の 多 義 性 ， 多 機 能 性  

t h î i と s ɯ̂ ŋ は 多 義 語 ，多 機 能 語 で あ る 。関 係 節 構 文 の 中 で は 関 係 節

化 形 式 と し て 機 能 す る が ，他 の 構 文 の 中 で は 別 の 意 味 機 能 を 担 う 。本

節 で は そ う し た t h î i と s ɯ̂ ŋ の 多 義 性 ， 多 機 能 性 に つ い て 調 べ ， t h î i
と s ɯ̂ ŋ の 性 格 の 違 い に つ い て 考 察 す る 。ま ず t h î i の 多 義 性 ，多 機 能 性

に つ い て 。t h î i の 文 法 化 経 路 に つ い て は B i s a n g  ( 1 9 9 6 )，S i n g n o i  ( 2 0 0 0 )，

K u l l a v a n i j a y a  ( 2 0 0 8 )が 異 な る 説 を 提 示 し て い る が ， い ず れ の 説 も 名 詞

「 t h î i  ‘場 所 ’」 が 関 係 節 化 形 式 t h î i の 起 源 語 で あ る と し て い る 。 ( 1 2 )

～ ( 1 9 )に 示 す よ う に t h î i は 典 型 的 な 多 義 語 ， 多 機 能 語 で あ る 。 7  

                                                  
6  タ イ 語 の 関 係 節 構 文 の 主 名 詞 句 の 格 に 関 し て は ， Ya o w a p a t  a n d  
P r a s i t h r a t h s i n t  ( 2 0 0 9 )よ り 前 に S o r n h i r a n  ( 1 9 7 8 :  1 4 4 - 1 4 5 )が ， 主 格 ， 対 格 以 外

に 所 有 者 格 や 場 所 格 な ど の 斜 格 も 容 認 さ れ る こ と を 指 摘 し た 。  
7  ( 1 2 )で は 名 詞 「 t h î i  ‘場 所 ’」 が 名 詞 「 d i n  ‘土 ’」 に よ っ て 修 飾 さ れ 「 土 地 」
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( 1 2 )  t h î i   d i n  

 場 所  土  

 土 地  

( 1 3 )  t h î i    p r ɯ́ k s ǎ a  

 と こ ろ  相 談 す る  

 相 談 役  

( 1 4 )  d è k   d è k  t h î i   b â a n  

 子 供  子 供  前 置  家  

 家 の 子 供 た ち  

( 1 5 )  n á m   c h a a  s ɔ ̌ ɔ ŋ  t h î i  

 水  茶  2  類 別  

 2 人 前 の お 茶  

( 1 6 )  r ɯ̂ a ŋ  t h î i   k h á w  m â y  t h ǐ a ŋ  

 話  補 文 化  彼  否 定  反 論 す る  

 彼 が 反 論 し な い と い う 話  

                                                                                                                                                                       
と い う 複 合 名 詞 （ 慣 用 表 現 ） を 形 成 し て い る 。 ( 1 3 )で は （ B i s a n g  ( 1 9 9 3 )が 類

名 詞 ( c l a s s  n o u n )と 呼 ぶ ） 抽 象 レ ベ ル の 意 味 を 表 す 名 詞 「 t h î i  ‘と こ ろ ’」 が 動

詞 「 p r ɯ́ k s ǎ a  ‘相 談 す る ’」 に よ っ て 修 飾 さ れ 「 相 談 役 」 と い う 複 合 名 詞 （ 慣

用 表 現 ）を 形 成 し て い る 。( 1 4 )で は 名 詞 句「 d è k  d è k  ‘子 供 た ち ’」が 前 置 詞「 t h î i  
‘～ に て ’」 を 含 む 前 置 詞 句 「 t h î i  b â a n  ‘家 に て ’」 に よ っ て 修 飾 さ れ 「 家 の 子

供 た ち 」 と い う 名 詞 句 を 形 成 し て い る 。 ( 1 5 )で は 名 詞 句 「 n á m  c h a a  ‘お 茶 ’」

が 類 別 詞 「 t h î i  ‘～ 人 前 ’」 を 含 む 数 量 詞 句 「 s ɔ ̌ ɔ ŋ  t h î i  ‘ 2 人 前 ’」 に よ っ て 修 飾

さ れ「 2 人 前 の お 茶 」と い う 名 詞 句 を 形 成 し て い る 。( 1 6 )で は 名 詞「 r ɯ̂ a ŋ  ‘話 ’」

が 補 文 化 形 式（ 補 文 を 形 成 す る と き に 使 わ れ る 形 式 ）t h î i に 導 か れ た 補 文「 t h î i  

k h á w  m â y  t h ǐ a ŋ  ‘彼 が 反 論 し な い ’」 に よ っ て 修 飾 さ れ 「 彼 が 反 論 し な い と い

う 話 」 と い う 名 詞 句 を 形 成 し て い る 。 ( 1 7 )で は 補 文 「 t h î i  k h á w  m â y  t h ǐ a ŋ  ‘彼

が 反 論 し な い ’」 が 動 詞 「 d i i  c a y  ‘嬉 し い ’」 の 補 語 と し て 機 能 し 「 彼 が 反 論 し

な く て 嬉 し い 」 と い う 意 味 を 表 し て い る 。 ( 1 8 )で は t h î i が 日 本 語 の い わ ゆ る

形 式 名 詞（「 の ，こ と 」な ど ）に 似 た 名 詞 化 形 式（ 名 詞 句 を 形 成 す る と き に 使

わ れ る 形 式 ） と し て 機 能 し 「 t h î i  k h á w  m â y  t h ǐ a ŋ  ‘彼 が 反 論 し な い こ と ’」 と

い う 名 詞 句 を 形 成 し て い る 。 ( 1 9 )は 関 係 節 化 形 式 t h î i を 含 む 関 係 節 構 文 で あ

る 。 こ れ ら の 例 の 中 で t h î i が s ɯ̂ ŋ と 交 代 可 能 で あ る の は ( 1 9 )の t h î i（ 関 係 節

化 形 式 ） だ け で あ る 。  
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( 1 7 )  d i i  c a y  t h î i   k h á w  m â y  t h ǐ a ŋ  

 嬉 し い  補 文 化  彼  否 定  反 論 す る  

 彼 が 反 論 し な く て 嬉 し い  

( 1 8 )  t h î i   k h á w  m â y  t h ǐ a ŋ  
 名 詞 化  彼  否 定  反 論 す る  

 彼 が 反 論 し な い こ と  

( 1 9 )   m ɯ a ŋ   t h î i  c h á n  y ù u  

 街   関 係  私  位 置 す る  

 私 が 住 む 街  

 

実 は ， ( 1 9 )の よ う な 関 係 節 構 文 に 使 わ れ る t h î i の 名 称 は 先 行 研 究 で

一 致 し て い る わ け で は な い 。本 稿 で は 便 宜 的 に 関 係 節 化 形 式 と 呼 ぶ こ

と に し た が ， B i s a n g  ( 1 9 9 6 ) と K u l l a v a n i j a y a  ( 2 0 0 8 ) は 関 係 節 標 識

( r e l a t i v e  m a r k e r ,  r e l a t i v e  c l a u s e  m a r k e r )と 呼 び ， S i n g n o i  ( 2 0 0 0 )は 関 係

代 名 詞 ( r e l a t i v e  p r o n o u n )と 呼 ん で い る 。 こ れ ら の 呼 び 名 か ら ， 後 者 は

t h î i を 完 全 な 関 係 節 標 識 で あ る と は 見 て い な い こ と が わ か る 。  

次 に 関 係 節 化 形 式 s ɯ̂ ŋ の 多 機 能 性 に つ い て 。s ɯ̂ ŋ に は か つ て 対 格 を

標 示 す る 機 能 が あ り ，現 代 タ イ 語 で も 文 語 的 表 現 に 限 り 対 格 標 識 s ɯ̂ ŋ
は 使 わ れ て い る 。 K i t s o m b a t  ( 1 9 8 1 )に よ る と ， 2 0 世 紀 ま で t h î i と 同 様

の 名 詞 化 形 式 ( 1 8 )の 用 法 が あ っ た と い う が ，現 代 で は 一 般 に s ɯ̂ ŋ は 名

詞 化 形 式 と し て 使 用 さ れ な い 。 ま た s ɯ̂ ŋ に は 補 文 化 形 式 ( 1 6 ) ,  ( 1 7 )の

機 能 も な い 。し た が っ て 現 代 タ イ 語 の s ɯ̂ ŋ の 機 能 は 関 係 節 化 形 式 と 対

格 標 識 の 2 つ で あ る 。し か し 対 格 標 識 と し て の 使 用 は 非 常 に 稀 で ，関

係 節 化 形 式 に ほ ぼ 特 化 し て い る と い え る 。 8  

                                                  
8  そ の 他 ，「 s ɯ̂ ŋ  k a n  l ɛ ́ Ɂ  k a n  ‘お 互 い に ’」，「 n a m  m a a  s ɯ̂ ŋ  +  結 果 状 態 を 表 す

名 詞 句  ‘～ を も た ら す ’」，「 h â y  d â y  { m a a / p a y }  s ɯ̂ ŋ  +  結 果 状 態 を 表 す 名 詞 句  
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t h î i と s ɯ̂ ŋ の 用 法 を 比 べ る と ，両 者 の 大 き な 相 違 点 は 名 詞 的 用 法 の

有 無 に あ る こ と が わ か る 。現 代 タ イ 語 に お い て ， s ɯ̂ ŋ は 名 詞 的 用 法 を

失 っ て い る の に 対 し ， t h î i は 今 な お 名 詞 的 用 法 （ ( 1 2 )の よ う な 実 質 名

詞 の 用 法 ， ( 1 3 )の よ う な 類 名 詞 の 用 法 ， ( 1 5 )の よ う な 類 別 詞 の 用 法 な

ど ） を 保 持 し て い る 。  

 

4 .  タ イ 語 の 関 係 節 構 文 の 分 類  

本 節 で は こ れ ま で タ イ 語 の 関 係 節 構 文 が ど の よ う に 分 類 さ れ て き

た の か ，そ の 分 類 の あ り 方 を 紹 介 し ，そ れ ら の 分 類 に 対 す る 筆 者 の 見

解 を 簡 潔 に 述 べ る （ 見 解 の 根 拠 は 次 節 で 述 べ る ）。 表 1 は こ れ ま で 提

案 さ れ て き た タ イ 語 の 関 係 節 構 文 の 分 類 一 覧 で あ る 。  

 

表 1： タ イ 語 の 関 係 節 構 文 の 分 類  

A：関 係 節 構 文

ら し さ の 程 度  

「 関 係 節 化 形 式 を 含 む 関 係 節 構 文 ( o v e r t l y  m a r k e d  

r e l a t i v e  c l a u s e )」 v s .「 裸 の 関 係 節 構 文 ( b a r e  r e l a t i v e  

c l a u s e )」 ( S i n g n o i  ( 2 0 0 0 ) )  

B：関 係 節 化 形

式 の 種 類  

「 関 係 節 標 識 ( r e l a t i v i z e r ,  l i n k e r )  」 (チ ャ ウ ェ ン ギ ッ

ジ ワ ニ ッ シ ュ ( 2 0 0 2 )，K u l l a v a n i j a y a  ( 2 0 0 6 )，Ya o w a p a t  

a n d  P r a s i t h r a t h s i n t  ( 2 0 0 9 ) ) ， 「 補 文 標 識

( c o m p l e m e n t i z e r )」 ( S o r n h i r a n  ( 1 9 7 8 ) )  v s .「 関 係 代 名

詞 ( r e l a t i v e  p r o n o u n )」 ( S i n g n o i  ( 2 0 0 0 ) )  

C：主 名 詞 句 の

指 示 領 域 を 制

限 す る か 否 か  

「 t h î i 関 係 節 は 制 限 ( r e s t r i c t i v e )関 係 節 」 v s .「 s ɯ̂ ŋ 関

係 節 は 非 制 限 ( n o n - r e s t r i c t i v e ) 関 係 節 」 ( E k n i y o m  

( 1 9 7 1 )， K u l l a v a n i j a y a  ( 2 0 0 6 )， S i n d h v a n a n d a  ( 1 9 7 0 )，

S i n g n o i  ( 2 0 0 0 ) )  

D：特 徴 付 け が

個 人 的 か 否 か  

「 t h î i 関 係 節 は 個 人 的 特 徴 付 け 」 v s .「 裸 の 関 係 節 は

一 般 的 特 徴 付 け 」 ( K u n o  a n d  Wo n g k h o m t h o n g  ( 1 9 8 1 ) )

                                                                                                                                                                       
‘～ を も た ら す よ う に ’」 な ど ， s ɯ̂ ŋ を 含 む 慣 用 表 現 は い く つ か あ る 。 ま た ，

関 係 節 化 形 式 s ɯ̂ ŋ が 導 く 関 係 節 に よ っ て 修 飾 さ れ る も の は 前 置 の 名 詞 句 だ け

に 限 ら ず ， 前 置 の 節 や 先 行 談 話 全 体 の 場 合 も あ る 。  
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A の 分 類 は S i n g n o i  ( 2 0 0 0 )に よ る も の で あ る 。 彼 女 は タ イ 語 の 関 係

節 構 文 を 関 係 節 構 文 ら し さ の 程 度 に よ っ て 2 種 類 に 大 き く 分 け た 。よ

り 関 係 節 構 文 ら し い 関 係 節 化 形 式 を 含 む 関 係 節 構 文 ( 5 ) ,  ( 6 )と ，よ り 複

合 名 詞 句 ら し い 裸 の 関 係 節 構 文 ( 7 )で あ る 。第 1 節 の ( 7 )「 k h â a w  n ǐ a w  ‘粘

る 米 ， も ち 米 ’」 か ら も わ か る よ う に ， 裸 の 関 係 節 構 文 と 複 合 名 詞 句

と の 間 に 明 瞭 な 区 分 は な く ，両 者 は 連 続 し て い る と い う の が 彼 女 の 主

張 で あ る 。 筆 者 も 同 意 見 で あ る 。 9  

B は 関 係 節 化 形 式 の 分 類 で あ る 。 t h î i ,  s ɯ̂ ŋ を 指 示 機 能 の な い（ 名 詞

性 を 失 っ た ）関 係 節 標 識 あ る い は 補 文 標 識 で あ る と 考 え る 研 究 者 も い

れ ば ，一 方 で ，指 示 機 能 を 残 し た（ 名 詞 性 を 失 っ て い な い ）関 係 代 名

詞 で あ る と 考 え る 研 究 者 も い る 。筆 者 は ， s ɯ̂ ŋ は 完 全 な 関 係 節 標 識 だ

が t h î i は 今 な お 名 詞 性 を 失 っ て い な い と 考 え る 。  

C の 「 制 限 」 対 「 非 制 限 」 と い う 分 類 は 言 語 学 者 の 間 で は お そ ら く

も っ と も 有 名 な 関 係 節 の 2 分 類 で あ る 。制 限 関 係 節 と は ，例 え ば「 焼

い た 魚 」 の 「 焼 い た 」 の よ う に ， 主 名 詞 句 の 指 示 領 域 を 制 限 し ， 下 位

集 合 を 特 定 す る 役 割 を 果 た す 関 係 節 で あ る 。非 制 限 関 係 節 と は ，例 え

ば 「 す ぐ に か っ と な る 彼 の 性 格 」 の 「 す ぐ に か っ と な る 」 の よ う に ，

主 名 詞 句 指 示 物 に 対 す る 情 報 付 加 の 役 割 を 果 た す 関 係 節 で あ る 。こ の

分 類 基 準 を 使 っ て タ イ 語 の 関 係 節 構 文 を 分 類 し ， t h î i 関 係 節 は 制 限 関

係 節 で あ り ，s ɯ̂ ŋ 関 係 節 は 非 制 限 関 係 節 で あ る と 説 明 す る タ イ 語 研 究

                                                  
9  S a v e t a m a l y a  ( 1 9 9 6 :  6 4 2 - 6 4 5 )は ， 裸 の 関 係 節 構 文 と み な さ れ る こ と が 多 い

「 k h o n  k h à p  r ó t  ‘人 ， 運 転 す る ， 車 ： 車 を 運 転 す る 人 ， 車 の 運 転 手 ’」 の よ う

な 表 現 は 裸 の 関 係 節 構 文 で は な く ， 慣 用 的 職 業 概 念 を 表 す 複 合 名 詞 句 で あ る

と 主 張 す る 。そ の 根 拠 と し て ，統 語 的 な 振 る 舞 い に 関 す る 制 約 が 強 い（「 毎 日

車 を 運 転 す る 」 と い っ た 副 詞 修 飾 や 「 車 を 運 転 し 楽 曲 を 聴 く 」 と い っ た 動 詞

句 の 連 接 が 不 可 能 で あ る ）こ と を 指 摘 す る 。こ の よ う な 複 雑 な 複 合 名 詞 句 は ，

「 k h o n  r á k  r ó t  ‘人 ， 愛 す る ， 車 ： 車 を 愛 す る 人 ’」 の よ う な 裸 の 関 係 節 構 文 と

「 k h o n  d i i  ‘人 ， よ い ： 善 人 ’」 の よ う な 単 純 な 複 合 名 詞 句 の 間 を つ な ぐ 両 範

疇 の 中 間 タ イ プ の 表 現 と い え よ う 。  
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者 も 少 な く な い 。 し か し 筆 者 は ，「 制 限 」 対 「 非 制 限 」 と い う 区 別 は

タ イ 語 の 主 要 な 3 種 類 の 関 係 節 構 文 の 弁 別 特 徴 に は な ら な い と 考 え る 。 

D は K u n o  a n d  Wo n g k h o m t h o n g  ( 1 9 8 1 )の 分 類 で あ る 。 s ɯ̂ ŋ 関 係 節 に

つ い て は 言 及 が な い も の の ， t h î i 関 係 節 は 「 個 人 的 特 徴 付 け 」 に 使 わ

れ ， 裸 の 関 係 節 は 「 一 般 的 特 徴 付 け 」 に 使 わ れ る と い う ， 2 つ の 関 係

節 の 対 比 的 特 徴 を 豊 富 な 具 体 例 を も と に 実 証 的 に 論 じ て い る 。例 え ば ，

t h î i 関 係 節 を 含 む ( 2 0 )は 容 認 さ れ る が ，裸 の 関 係 節 を 含 む ( 2 1 )は 容 認 さ

れ な い と い う 。  

 

( 2 0 )  p h ǒ m  k a m l a ŋ  c à Ɂ   k h ǐ a n  n á ŋ s ɯ̌ ɯ  t h î i  s a n ù k  
私  今 に も ～ す る  書 く  本   関 係  面 白 い  

私 は 面 白 い 本 を 書 こ う と し て い る  

( 2 1 )  *  p h ǒ m  k a m l a ŋ  c à Ɂ   k h ǐ a n  n á ŋ s ɯ̌ ɯ    s a n ù k  
私  今 に も ～ す る  書 く  本    面 白 い  

（ 意 図 す る 意 味 ） 私 は 面 白 い 本 を 書 こ う と し て い る  

 

K u n o  a n d  Wo n g k h o m t h o n g  ( 1 9 8 1 )の 考 え で は ， ( 2 0 )の t h î i 関 係 節 に よ

っ て 修 飾 さ れ た 「 本 」 は 話 し 手 「 私 」 が 個 人 的 に 「 面 白 い 」 と 判 断 す

る 本 で あ る 。自 分 が 面 白 い と 思 え る 本 を 書 こ う と す る こ と は 当 然 可 能

な の で ， ( 2 0 )は 容 認 さ れ る 。 一 方 ， ( 2 1 )の 裸 の 関 係 節 に よ っ て 修 飾 さ

れ た「 本 」は 当 該 文 化 の 中 で 一 般 的 に「 面 白 い 」と 判 断 さ れ る 本 で あ

る 。し か し 一 般 の 人 々 に と っ て 面 白 い 本 に な る か ど う か は 書 こ う と 思

い 立 っ た 時 点 で は わ か ら な い 。 ( 2 1 )が 容 認 さ れ な い の は そ の よ う な 事

情 に よ る 。  

t h î i 関 係 節 に よ る 個 人 的 特 徴 付 け と は ， 話 し 手 が 特 定 的 な 実 在 物 と
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し て 認 定 し た 上 で ，そ の 顕 著 な 特 徴 に 言 及 す る こ と で あ る と 言 い 換 え

て よ い だ ろ う 。 t h î i 関 係 節 に は I o n i n  ( 2 0 0 6 )が 言 う と こ ろ の 「 話 し 手

が 意 図 し た 特 定 の 指 示 物 の 顕 著 な 特 徴 （ 特 筆 性 ( n o t e w o r t h i n e s s )）」 を

標 示 す る 機 能 が あ る と い え る 。一 方 ，裸 の 関 係 節 に よ る 一 般 的 特 徴 付

け と い う 概 念 は ，複 合 名 詞 句 に よ っ て 表 さ れ る 高 度 に 慣 用 化 さ れ た 概

念 と 基 本 的 に 変 わ ら な い で あ ろ う と 筆 者 は 考 え る 。つ ま り 裸 の 関 係 節

構 文 に よ っ て 表 さ れ る 事 柄 は ，よ く 目 に す る あ り き た り の 事 柄 で あ り ，

抽 象 レ ベ ル の 類 型 的 概 念 と し て 定 着 し て い る も の で あ る 。 1 0   

 

5 .  新 た な 分 析  

本 節 で は ，表 2 に 挙 げ た 5 つ の 分 析 概 念 を 導 入 し ，前 節 で 述 べ た 筆

者 の 見 解 の 根 拠 を 明 ら か に す る 。  
  

                                                  
1 0  三 上 ( 1 9 9 9 )は 形 容 詞 （ 属 性 や 性 質 な ど を 表 す 状 態 動 詞 ） を 含 む 場 合 の t h î i
関 係 節 構 文 の 意 味 と 裸 の 関 係 節 構 文 /複 合 名 詞 句 の 意 味 を 比 較 し ，後 者 に つ い

て 以 下 の よ う な 見 解 を 述 べ て い る 。「 t h î i が な い 場 合 は（ 修 飾 要 素 の ）形 容 詞

は 名 詞 の 分 類 作 用 を 果 た し ，表 現 全 体 が 名 詞 の 類 ，タ イ プ と し て 理 解 さ れ る 。

[ … ]  k h o n  d i i  [人 ，よ い（ 善 人 ） ]  を は じ め ， d è k  d i i  [子 供 ，よ い（ よ い 子 ） ]，

k h o n  c o n  [人 ， 貧 し い （ 貧 者 ） な ど の t h î i を 含 ま な い 表 現 ]  は カ テ ゴ リ ー と し

て 認 知 さ れ た 表 現 で あ る 。」 (三 上 ( 1 9 9 9 :  2 1 2 - 2 1 3 ) )  
K u n o  a n d  Wo n g k h o m t h o n g  ( 1 9 8 1 )も ， 裸 の 関 係 節 構 文 の 特 徴 は “ t h e  p u b l i c ’ s  

e v a l u a t i o n ”（ i b i d . :  2 2 3）（「 世 間 一 般 の 評 価 」（ 筆 者 訳 ）） あ る い は “ t h e  c o n c e p t  
o f  a  ‘ w e l l - e s t a b l i s h e d  s e t  t h a t  i s  p r a g m a t i c a l l y  r e l e v a n t ’  ” ( i b i d . :  2 2 5 )（「『 語 用

論 的 に 関 連 性 を 持 つ ， 定 着 し た ひ と そ ろ い の 類 』 と い う 概 念 」（ 筆 者 訳 ）） を

表 す こ と で あ る と す る 。  
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表 2： 本 稿 で タ イ 語 の 関 係 節 構 文 の 分 類 に 用 い る 分 析 概 念  

①   関 係 節 の 「 断 定 性 」 ( a s s e r t i v e n e s s )  ( C r o f t  ( 2 0 0 1 :  3 6 0 ) )，「 定 形 性 」

( f i n i t e n e s s )  ( G i v ó n  ( 1 9 9 0 :  8 5 2 - 8 6 4 )， B i s a n g  ( 2 0 0 7 :  11 8 ) )，「 文 と し

て の 性 質 の 強 さ 弱 さ ， M o d a l i t y の 存 否 ・ 濃 淡 」 (寺 村 ( 1 9 9 2 :  1 9 1 ) )

②   関 係 節 の 主 節 へ の 「 統 合 度 」 ( t h e  d e g r e e  o f  i n t e g r a t i o n )  ( G i v ó n  

( 1 9 9 0 :  5 1 4 - 5 6 1 )， H o p p e r  a n d  T r a u g o t t  ( 1 9 9 3 :  1 6 8 - 1 7 7 )， F o x  a n d  

T h o m p s o n  ( 2 0 0 7 ) )  

③   関 係 節 化 形 式 の「 指 示 機 能 」，「 名 詞 性 」 ( r e f e r e n t i a l i t y,  e x i s t e n t i a l  

q u a l i f i c a t i o n )  ( G i v ó n  ( 1 9 7 3 :  1 2 0 ) )  

④   主 名 詞 句 の「 同 定 性 」( i d e n t i f i c a t i o n ,  t h e  c o o r d i n a t i o n  o f  r e f e r e n c e )  

( L a n g a c k e r  ( 2 0 0 9 :  1 8 0 ) )，「 定 性 」 ( d e f i n i t e n e s s )  ( C h a f e  ( 1 9 7 6 :  3 9 )，

G i v ó n  ( 1 9 7 8 :  2 9 6 )， I o n i n  ( 2 0 0 6 :  2 0 7 )， L a n g a c k e r  ( 2 0 0 9 :  1 7 7 ) )  

⑤   主 名 詞 句 の「 特 定 性 」( s p e c i f i c i t y )  ( Ly o n s  ( 1 9 9 9 :  5 9 )，I n o n i n  ( 2 0 0 6 :  

1 8 7 ) )  

 

①「 関 係 節 の 断 定 性 ，定 形 性 」と は ，関 係 節 の 文 ら し さ の 度 合 い を

問 う 概 念 で あ る 。 寺 村 ( 1 9 9 2 :  1 9 1 )の 言 葉 を 借 り れ ば 「 文 と し て の 性 質

の 強 さ 弱 さ ， M o d a l i t y の 存 否 ・ 濃 淡 」と い う こ と で あ る 。前 節 で 紹 介

し た A「 関 係 節 構 文 ら し さ の 程 度 に よ る 分 類 」の 基 盤 は こ の 分 析 概 念

で あ る と 考 え ら れ る 。  

② 「 関 係 節 の 主 節 へ の 統 合 度 」 は 「 関 係 節 の 断 定 性 ， 定 形 性 」 と 相

反 す る 関 係 に あ る 概 念 で あ る 。「 関 係 節 の 断 定 性 ， 定 形 性 」 が 関 係 節

の 自 立 度（ 主 名 詞 句 と の 結 び つ き の 弱 さ ）を 問 う も の で あ る と す れ ば ，

「 関 係 節 の 主 節 へ の 統 合 度 」は 関 係 節 の 依 存 度（ 主 名 詞 句 と の 結 び つ

き の 強 さ ）を 問 う も の で あ る 。す な わ ち ① と ② は 同 じ 基 準（ 関 係 節 と

主 節 の 関 係 性 ，お 互 い の 結 び つ き の 程 度 ）か ら 見 た 正 反 対 の 値（ 結 び

つ き が 弱 い ，強 い ）を 問 題 に し た 対 の 概 念 で あ る 。し た が っ て こ の 分

析 概 念 も ま た A の 分 類 に 関 わ っ て い る 。  

③「 関 係 節 化 形 式 の 指 示 機 能 ，名 詞 性 」と は ，関 係 節 化 形 式 に 指 示
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機 能 と い う 名 詞 的 性 質 が ど れ だ け 残 っ て い る の か ，そ の 程 度 の こ と で

あ る 。 前 節 で 紹 介 し た B「 関 係 節 化 形 式 の 種 類 に よ る 分 類 」 の 基 盤 は

こ の 分 析 概 念 で あ る と 考 え ら れ る 。  

④ 「 主 名 詞 句 の 同 定 性 ， 定 性 」 と は ， 話 し 手 の み な ら ず ， 聞 き 手 も

主 名 詞 句 の 指 示 物 を 同 定 で き る ，つ ま り 話 し 手 と 聞 き 手 が お 互 い 同 じ

指 示 物 を 同 定 す る ，そ の 可 能 性 の 程 度 と い う こ と で あ る 。主 名 詞 句 の

定 性 が 高 け れ ば 高 い ほ ど ，そ の 主 名 詞 句 は 前 提 と さ れ や す く ，よ り 強

い 主 題 性 を 持 ち や す い と い う こ と が で き る 。前 節 で 紹 介 し た C「 主 名

詞 句 の 指 示 領 域 を 制 限 す る か 否 か を 基 準 と す る 分 類 」に こ の 分 析 概 念

が 関 わ っ て い る と 考 え ら れ る 。  

⑤「 主 名 詞 句 の 特 定 性 」と は ，主 名 詞 句 で 表 さ れ る も の を 話 し 手 が

特 定 的 な 実 在 物 と し て 認 定 し 指 示 し て い る か ど う か を 問 題 と す る 概

念 で あ る 。前 節 で 紹 介 し た D「 関 係 節 に よ る 特 徴 付 け が 個 人 的 か 否 か

を 基 準 と す る 分 類 」 に こ の 分 析 概 念 が 関 わ っ て い る と 考 え ら れ る 。  

以 下 の 小 節 で は ，① ～ ⑤ そ れ ぞ れ の 分 析 概 念 を 取 り 上 げ ，そ れ ら の

概 念 を 用 い る こ と に よ っ て タ イ 語 の 主 要 な 3 種 類 の 関 係 節 構 文 の 意 味

機 能 が ど の よ う に 記 述 さ れ 得 る の か を 論 じ る 。  

 

5 . 1 .  関 係 節 の 断 定 性 ， 定 形 性  

G i v ó n  ( 1 9 9 0 )や B i s a n g  ( 2 0 0 7 )の 考 え に 従 え ば ， タ イ 語 の 節 の 定 形 性

は ア ス ペ ク ト 概 念 や モ ダ リ テ ィ 概 念 を 明 示 化 で き る か ど う か に よ っ

て 見 分 け る こ と が で き る と い え る 。文 法 範 疇 の パ ラ ダ イ ム が 成 立 し て

お ら ず ，明 示 化 が 必 須 と さ れ る 文 法 標 識 の な い タ イ 語 に お い て ，定 形

性 と い う 文 法 概 念 も ま た 必 須 標 識 は な い の だ が ，「 ア ス ペ ク ト 標 識 や

モ ダ リ テ ィ 標 識 が 生 起 し 得 な い 節 は（ 断 定 性 の 程 度 が 低 い ）非 定 形 で
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あ る 」と 考 え る こ と が 可 能 で あ る 。断 定 性 が 高 く ，文 ら し さ の 度 合 い

が 高 い 節 に は ，ア ス ペ ク ト 標 識 や モ ダ リ テ ィ 標 識 が 無 理 な く 生 起 す る

（ た だ し 必 ず 生 起 す る と は 限 ら な い ）。  
 
( 2 2 )  d è k  t h î i  c à Ɂ   m a a  s ǎ a y  p h r û ŋ  n í i  

 子 供   非 現 実  来 る  遅 い  明 日  

 明 日 遅 れ て 来 る 子 供 （ 子 供 ， 明 日 遅 れ て 来 る も の ）  

( 2 3 )  d è k  s ɯ̂ ŋ   c à Ɂ   m a a  s ǎ a y  p h r û ŋ  n í i  

 子 供   非 現 実  来 る  遅 い  明 日  

 明 日 遅 れ て 来 る 子 供  

( 2 4 )  #  d è k    c à Ɂ   m a a  s ǎ a y  p h r û ŋ  n í i  

 子 供   非 現 実  来 る  遅 い  明 日  

 （ 意 図 す る 意 味 ） 明 日 遅 れ て 来 る 子 供 1 1  

 

( 2 2 )の t h î i 関 係 節 と ( 2 3 )の s ɯ̂ ŋ 関 係 節 に は モ ダ リ テ ィ 標 識 の 一 種 で

あ る 非 現 実 性 標 識 c à Ɂ が 生 起 し て い る 。つ ま り t h î i 関 係 節 と s ɯ̂ ŋ 関 係

節 は 定 形 に な り 得 る ，言 い 換 え れ ば ，文 ら し く な り 得 る と い う こ と で

あ る 。そ れ ら は 1 つ の 言 語 単 位 と し て の 自 立 度 が 高 く ，主 名 詞 句 へ の

依 存 度 が 弱 い と 言 え る 。 一 方 ， ( 2 4 )の 裸 の 関 係 節 に c à Ɂ は 生 起 で き な

い 。裸 の 関 係 節 は 常 に 非 定 形 で あ り ，話 し 手 に よ る ア ス ペ ク ト 解 釈 や

モ ダ リ テ ィ 解 釈 を 明 示 化 で き な い と い う こ と で あ る 。そ の 点 で ，裸 の

関 係 節 構 文 は 非 定 形 の 構 成 素 で 成 り 立 つ 複 合 名 詞 句 に 近 い 。裸 の 関 係

節 と 複 合 名 詞 句 構 成 素 は 1 つ の 言 語 単 位 と し て の 自 立 度 が 低 く ，主 名

詞 句 へ の 依 存 度 が 高 い と 言 え る 。  
                                                  
1 1  ( 2 4 )は 関 係 節 構 文 で は な く ，「 子 供 は 明 日 遅 れ て 来 る 」 と い う 意 味 の 叙 述

形 式 と し て 理 解 さ れ る 。  
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5 . 2 .  関 係 節 の 主 節 へ の 統 合 度  

F o x  a n d  T h o m p s o n  ( 2 0 0 7 :  2 9 3 )が 指 摘 す る よ う に 「 主 節 と 関 係 節 の 統

合 度 が 強 ま り 単 一 の 節 に 近 づ け ば 近 づ く ほ ど ，関 係 節 化 形 式 の 生 起 が

難 し く な る 」と い う こ と か ら す る と ，関 係 節 化 形 式 を 含 む t h î i 関 係 節

構 文 と s ɯ̂ ŋ 関 係 節 構 文 は ，裸 の 関 係 節 構 文 よ り も ，主 節 と 関 係 節 の 統

合 度 が 低 い と 言 え る 。し か し t h î i 関 係 節 の 主 節 へ の 統 合 度 と s ɯ̂ ŋ 関 係

節 の 主 節 へ の 統 合 度 に は 違 い が 見 ら れ る 。 ( 2 5 )と ( 2 6 )， ( 2 7 )と ( 2 8 )の 対

照 例 を 見 て ほ し い 。  
 
( 2 5 )  l ǎ a y   l ê m  t h i i  d i a w   t h î i  s a n ù k  
 多 く の  類 別  ま っ た く も っ て  関 係  面 白 い  

面 白 い ま っ た く も っ て た く さ ん の 本 （ ま っ た く も っ て た く さ ん

の 本 ， 面 白 い も の ）  

( 2 6 )  *  l ǎ a y   l ê m  t h i i  d i a w   s ɯ̂ ŋ  s a n ù k  
 多 く の  類 別  ま っ た く も っ て  関 係  面 白 い  
 （ 意 図 す る 意 味 ） 面 白 い ま っ た く も っ て た く さ ん の 本  

( 2 7 )  t h ə ə   n î i  Ɂ e e ŋ  t h î i  b ɔ ̀ ɔ k   k h á w 1 2  
 あ な た  こ そ   関 係  告 げ る  彼  
 彼 に 告 げ た あ な た （ あ な た こ そ ， 彼 に 告 げ た も の ）  

( 2 8 )  *  t h ə ə   n î i  Ɂ e e ŋ  s ɯ̂ ŋ  b ɔ ̀ ɔ k   k h á w  
 あ な た  こ そ   関 係  告 げ る  彼  
 （ 意 図 す る 意 味 ） 彼 に 告 げ た あ な た  

 

                                                  
1 2  ( 2 7 )の よ う に 主 名 詞 句 の 後 ろ に 強 調 修 飾 語 句 が 挿 入 さ れ た 関 係 節 構 文 を

チ ャ ウ ェ ン ギ ッ ジ ワ ニ ッ シ ュ ( 2 0 0 0 )は 「 提 題 的 連 体 構 文 」 と 呼 び ， 非 制 限 的

修 飾（ 情 報 付 加 ）機 能 を 持 つ 関 係 節 構 文 の 1 種 と し て 分 類 し て い る（ 注 2 0）。  
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( 2 5 ) ,  ( 2 7 )の t h î i 関 係 節 構 文 で は 主 名 詞 句 と 関 係 節 の 間 に 強 調 修 飾

語 句 （ ( 2 5 )で は 副 詞 「 ～ t h i i  d i a w  ‘ま っ た く も っ て ～ ’」， ( 2 7 )で は 副 助

詞 「 ～ n î i  Ɂ e e ŋ  ‘～ こ そ ’」） が そ れ ぞ れ 生 起 し て い る 。 一 方 ， ( 2 6 ) ,  ( 2 8 )

の s ɯ̂ ŋ 関 係 節 構 文 で は そ の 位 置 に そ の よ う な 強 調 修 飾 語 句 を 入 れ る

こ と は で き な い 。こ れ ら の 例 か ら 読 み 取 れ る こ と は ，関 係 節 と 主 名 詞

句 と の 結 び つ き の 強 さ の 違 い で あ る 。s ɯ̂ ŋ 関 係 節 は 主 名 詞 句 に 対 し て

従 属 関 係 に あ る の に 対 し ， t h î i 関 係 節 は 主 名 詞 句 に 対 し て 並 列 関 係 に

あ る と 言 っ て よ い の で は な い か と 筆 者 は 考 え る 。 1 3す な わ ち ， s ɯ̂ ŋ 関

係 節 と 裸 の 関 係 節 が 主 名 詞 句 と の 間 に 強 調 修 飾 語 句 の 挿 入 を 許 さ な

い の は ，自 立 度 が 低 く（ 従 属 的 で ）主 名 詞 句 と の 結 び つ き が 強 い か ら

で あ り ，一 方 t h î i 関 係 節 が 主 名 詞 句 と の 間 に 強 調 修 飾 語 句 の 挿 入 を 許

す の は ，自 立 度 が 高 く（ 並 列 的 で ）主 名 詞 句 と そ れ ほ ど 強 く 結 び つ い

て い る わ け で は な い か ら で あ る 。  
 
5 . 3 .  関 係 節 化 形 式 の 指 示 機 能 ， 名 詞 性  

主 名 詞 句 と t h î i 関 係 節 が 並 列 の 関 係 に あ る と 捉 え ら れ 得 る の は ，つ

ま る と こ ろ ， t h î i が 今 な お 名 詞 性 を 保 持 し て い る か ら だ と 筆 者 は 考 え

る 。 第 3 節 で 見 た よ う に t h î i に は 名 詞 化 形 式 ( 1 8 )の 用 法 が あ る 。 し た

が っ て t h î i 関 係 節 は 名 詞 化 形 式 t h î i と そ の 補 文 か ら 成 る 名 詞 句 で あ り ，

主 名 詞 句 と そ の 名 詞 句 は 並 列 の 関 係（ い わ ば 同 格 関 係 ）に あ る と 見 る

                                                  
1 3  S h i b a t a n i  ( 2 0 0 9 )も ，本 稿 の 議 論 と は 異 な る 文 脈 に お い て で は あ る が ，次 の

よ う に 関 係 節 の 非 従 属 的 性 格 に 言 及 し て い る 。 “ [ W ] h a t  h a s  b e e n  i d e n t i f i e d  a s  
r e l a t i v e  c l a u s e s / s e n t e n c e s  a r e  i n  f a c t  n o m i n a l i z e d  e n t i t i e s ,  l a c k i n g  s o m e  c r u c i a l  
p r o p e r t i e s  o f  b o t h  f u l l  c l a u s e s  a n d  s e n t e n c e s .  [ … ]  t h e s e  n o m i n a l i z e d  f o r m s  a r e  
n e i t h e r  s y n t a c t i c a l l y  n o r  s e m a n t i c a l l y  s u b o r d i n a t e  t o ,  o r  d e p e n d e n t  o n ,  t h e  
n o m i n a l  h e a d  t h e y  m o d i f y . ”  ( S h i b a t a n i  ( 2 0 0 9 :  1 6 3 ) )（「 こ れ ま で 関 係 節 ， 関 係 文

と 同 定 さ れ て き た も の は ， 実 際 は ， 名 詞 化 さ れ た も の で あ り ， 完 全 な 節 ， 完

全 な 文 と し て の 何 ら か の 重 要 な 特 質 を 失 っ て い る 。 [ … ]こ れ ら の 名 詞 化 形 式

は ， そ れ が 修 飾 す る 名 詞 的 主 要 部 に ， 統 語 論 的 に も 意 味 論 的 に も 従 属 し て い

な い ， あ る い は 統 語 論 的 に も 意 味 論 的 に も 依 存 し て い な い 。」（ 筆 者 訳 ））  
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こ と が 可 能 で あ る 。タ イ 語 話 者 が t h î i 関 係 節 を 使 う の は ，そ の 主 名 詞

句 と 並 列 的 な 名 詞 句（ す な わ ち t h î i 関 係 節 ）に よ っ て 補 足 的 に ，主 名

詞 句 の 指 示 物 に 対 す る 話 し 手 の 主 観 的 な 説 明 を 付 け 加 え た い 場 合 だ

と 言 え る の で は な い だ ろ う か 。  

 

( 2 9 )  k h â a w   t h î i  n ǐ a w   

米   関 係  粘 る   

粘 る 米 （ 米 ， 粘 る も の ）  

 

例 え ば ( 2 9 )（ = ( 1 )） で は 話 し 手 は 主 名 詞 句 で 表 さ れ て い る 特 定 的 な

米 を（「 特 定 性 」に つ い て は 5 . 5 節 を 参 照 せ よ ）自 ら の 観 点 か ら「 n ǐ a w  

‘粘 る ’」と 描 写 し ，主 名 詞 句 と 並 列 的 な 同 格 の 名 詞 句「 t h î i  n ǐ a w  ‘粘 る

も の ’」 を 使 っ て 言 い 換 え て い る と 考 え ら れ る 。 1 4  
 
5 . 4 .  主 名 詞 句 の 同 定 性 ， 定 性  

s ɯ̂ ŋ は ，第 3 節 で 見 た よ う に ，現 代 に お い て は 名 詞 化 形 式 の 用 法 を

す で に 失 い ，関 係 節 化 形 式 に ほ ぼ 特 化 し て い る 。そ う し た 関 係 節 化 形

式 に 特 化 し た s ɯ̂ ŋ を 含 む タ イ 語 の 典 型 的 関 係 節 と い う べ き s ɯ̂ ŋ 関 係

節 は ， 5 . 2 節 の ( 2 6 ) ,  ( 2 8 )か ら わ か る よ う に 主 名 詞 句 か ら 切 り 離 す こ と

が で き な い（ 強 調 修 飾 語 句 の 挿 入 を 許 さ な い ，主 名 詞 句 と の 結 び つ き

                                                  
1 4  t h î i 関 係 節 に よ る 補 足 的 か つ 主 観 的 修 飾 は ， 補 文 節 ， 同 格 節 に よ る 修 飾

（ 例 ： t h e  n e w s  t h a t  h e  d i e d）あ る い は 井 上 ( 1 9 7 6 :  1 9 1 - 2 0 3 ,  2 3 2 - 2 4 2 )の 言 う「 疑

似 関 係 節 （ 限 定 関 係 節 ）」（ 例 ： ジ ョ ン が 申 し 込 み を 取 り 消 し た 理 由 ， 一 行 が

到 着 し た 気 配 ，国 連 で 中 共 が 承 認 さ れ た 有 様 ）や「 同 格 名 詞 句 」（ 例 ： 彼 ら が

無 事 だ っ た と の 知 ら せ ， 台 風 の 上 陸 は ど こ か と の 問 い 合 わ せ ）， 寺 村 ( 1 9 9 2 :  
2 0 2 )の 言 う「 内 容 補 充 的 修 飾 」（ 例 ： さ ん ま を 焼 く 匂 い ，そ れ が 正 し い と い う

意 見 ）， C r o f t  ( 2 0 0 1 :  3 4 8 )の 言 う 「 名 詞 句 補 文 ( n o m i n a l  c o m p l e m e n t s )」（ 例 ： 学

生 が 本 を 買 っ た 事 実 ）， 堀 江 ・ パ ル デ シ ( 2 0 0 9 :  6 7 )の 言 う 「 補 足 的 修 飾 」（ 例 ：

雑 誌 を ひ も で 縛 る 作 業 ， 首 相 が 辞 職 し た ニ ュ ー ス ） な ど と 重 な る 特 徴 が あ る

と 思 わ れ る 。  
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が 強 い ）と い う 特 徴 を 持 っ て い る 。そ れ は な ぜ か と い え ば ，主 名 詞 句

と s ɯ̂ ŋ 関 係 節 の 関 係 は 「 主 題 ( t o p i c ,  t h e m e )」（ K u n o  ( 1 9 7 3 )  1 5） と 「 評

言 /解 説 ( c o m m e n t ,  r h e m e )」 と い う 相 互 依 存 の 関 係 （ 一 方 が な く て は 一

方 が 成 り 立 た な い と い う お 互 い 切 り 離 し 不 可 能 な 関 係 ）に あ る か ら で

あ ろ う と 筆 者 は 考 え る 。並 列 の 関 係 に あ る 主 名 詞 句 と t h î i 関 係 節 で は ，

主 名 詞 句 だ け を 副 詞 な ど に よ っ て 強 調 的 に 修 飾 し ，さ ら に 続 け て 並 列

的 な t h î i 関 係 節 に よ っ て 補 足 的 に 主 名 詞 句 を 修 飾 す る こ と が 可 能 で あ

る 。し か し「 主 題 ― 評 言 」と い う 相 互 依 存 の 関 係 に あ る 主 名 詞 句 と s ɯ̂ ŋ
関 係 節 で は ，主 名 詞 句 だ け を 副 詞 な ど に よ っ て 強 調 的 に 修 飾 し ，さ ら

に 続 け て 従 属 的 な s ɯ̂ ŋ 関 係 節 に よ っ て 主 名 詞 句 を 修 飾 す る こ と が で

き な い の で あ ろ う 。  
「 Ɂ a r a y  ‘何 か ’」と い う 不 定 の 主 名 詞 句 で あ れ ば ほ と ん ど の 場 合 t h î i

関 係 節 が 続 き s ɯ̂ ŋ 関 係 節 は 続 き づ ら い よ う だ 。 1 6こ の こ と か ら ， s ɯ̂ ŋ
関 係 節 構 文 の 主 名 詞 句 は 定 で あ る（ 話 し 手 と 聞 き 手 が 同 一 の 指 示 物 を

同 定 す る こ と が 想 定 さ れ て い る ）こ と が 伺 え る 。話 し 手 は 主 名 詞 句 の

指 示 物 を 定 と 想 定 し ，そ の 定 の 指 示 物（ 主 題 と し て 立 て た も の ）に つ

い て 情 報 付 加 的 な 修 飾 を 加 え る た め に s ɯ̂ ŋ 関 係 節 を 使 う の で は な い

か と 考 え ら れ る 。（ 定 の 主 名 詞 句 に 対 す る ） 情 報 付 加 の 機 能 を 持 つ と

言 わ れ る 非 制 限 関 係 節 に 近 い と い え る 。 1 7  
                                                  
1 5  K u n o  ( 1 9 7 3 :  2 4 3 )は 日 本 語 の 関 係 節 に つ い て 次 の よ う な 仮 説 を 提 示 し た 。
“ [ W ] h a t  i s  r e l a t i v i z e d  i n  a  r e l a t i v e  c l a u s e  i s  n o t  a n  o r d i n a r y  n o u n  p h r a s e ,  b u t  a  
n o u n  p h r a s e  f o l l o w e d  b y  t h e  t h e m a t i c  p a r t i c l e  w a . ”（「 関 係 節 内 で 関 係 節 化 さ れ

て い る も の は ，普 通 の 名 詞 句 で は な く ，主 題 小 辞「 は 」が 後 続 す る 名 詞 句（ 主

題 化 さ れ た 名 詞 句 ） で あ る 。」（ 筆 者 訳 ）） タ イ 語 の s ɯ̂ ŋ 関 係 節 構 文 の 意 味 機

能 を 考 察 す る に あ た り ，「日 本 語 の 関 係 節 構 文 の 主 名 詞 句 に は 主 題 性 が 備 わ っ

て い る 」 と い う 久 野 暲 氏 の 考 え を 参 考 に し た 。  
1 6  研 究 会 で の 口 頭 発 表 の 際 に 井 上 和 子 氏 か ら 「 主 名 詞 句 が s o m e t h i n g や

a n y t h i n g と い う 意 味 の 場 合 ， タ イ 語 で は ど の 種 類 の 関 係 節 が 使 わ れ る の か 」

と い う 質 問 を 受 け た 。そ う し た 不 定 の 主 名 詞 句 と s ɯ̂ ŋ 関 係 節 と の 親 和 性 の 低

さ に 気 付 く こ と が で き た の は ， こ の 質 問 に よ る 。  
1 7  益 岡 ( 1 9 9 5 :  1 5 0 )は 「 情 報 付 加 型 の 非 制 限 的 連 体 節 表 現 は 「 主 題 ― 解 説 」 の
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一 方 t h î i 関 係 節 の 場 合 は ， そ の 主 名 詞 句 の 指 示 物 は ( 3 0 )の よ う に 不

定 の 場 合 も あ れ ば ， ( 3 1 )の よ う に 定 の 場 合 も あ る 。 1 8  

 

( 3 0 )  m i i  k h ɛ ̀ ɛ k  t h î i  y à a k   c à Ɂ   m a a  h ǎ a   
あ る  客  関 係  欲 す る  非 現 実   来 る  訪 ね る  

k h u n   s ǎ a m  k h o n  

あ な た  3  類 別  
こ れ か ら あ な た を 訪 ね た い 客 が 3 人 い る  

( 3 1 )  k h ɛ ̀ ɛ k  t h î i  k h u n   c ə ə  m ɯ̂ a  w a a n  m a a  h ǎ a   Ɂ ì i k  
客  関 係  あ な た  会 う  昨 日   来 る  訪 ね る  再 び  
昨 日 あ な た が 会 っ た 客 が 再 び 訪 ね て き た  

 
主 名 詞 句 が 不 定 で あ る ( 3 0 )の t h î i 関 係 節 は （ 不 定 の 主 名 詞 句 に 対 し

て そ の 指 示 領 域 を 制 限 す る ）制 限 関 係 節 で し か あ り 得 な い が ，主 名 詞

句 が 定 で あ る ( 3 1 )の t h î i 関 係 節 は （ 定 の 主 名 詞 句 に 対 し て そ の 指 示 領

域 を 制 限 す る ）制 限 関 係 節 で も（ 定 の 主 名 詞 句 に 対 し て 情 報 を 付 加 す

る ） 非 制 限 関 係 節 で も あ り 得 る 。 具 体 的 に 言 い 換 え れ ば ， ( 3 0 )の 「 こ

れ か ら あ な た を 訪 ね た い 」は 不 定 の 客 を 制 限 的 に 修 飾 し て そ の 不 定 の

客 の 指 示 領 域 を 制 限 し て い る が ， ( 3 1 )の 「 昨 日 あ な た が 会 っ た 」 は 定

の 客 を 制 限 的 に 修 飾 し て そ の 定 の 客 の 指 示 領 域 を 制 限 し て い る と 解

                                                                                                                                                                       
表 現 の 性 格 を 持 ち ， 制 限 的 連 体 節 表 現 は そ の よ う な 性 格 は 持 た な い 」 と 主 張

す る 。そ の 主 張 の 根 拠 と し て ，「 主 名 詞 が 主 題 の 性 格 を 有 す る に は ，そ の 主 名

詞 が 連 体 節 の 叙 述 と は 独 立 に そ の 指 示 対 象 が 同 定 可 能 で な け れ ば な ら な い 」

が ，そ の 通 り ，「 非 制 限 的 連 体 節 表 現 の 主 名 詞 は ，一 般 の 主 題 の 場 合 と 同 様 に ，

そ の 名 詞 の み に よ っ て そ の 指 示 対 象 は 同 定 可 能 で あ る 」 こ と を 挙 げ て い る 。  
1 8  ( 3 0 ) ,  ( 3 1 )は 峰 岸 ( 2 0 0 6 :  1 1 7 )か ら 引 用 し た 。 た だ し 逐 語 訳 は 筆 者 に よ る 。  

タ イ 語 で は ，存 在 動 詞「 m i i  ‘あ る ’」の 後 ろ に 生 起 す る 名 詞 句 は 不 定 か つ 特

定 的 な 新 情 報 の 読 み と な る（ E k n i y o m  ( 1 9 8 2 :  1 1 9 - 1 2 0 )）。し た が っ て ( 3 0 )の「 m i i  

‘あ る ’」 の 後 ろ の 「 k h ɛ ̀ ɛ k  ‘客 ’」 は 不 定 か つ 特 定 的 な 客 を 表 し て い る 。  
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釈 す る こ と も で き る し ，定 の 客 を 非 制 限 的 に 修 飾 し て そ の 定 の 客 に つ

い て の 情 報 を 付 加 し て い る と 解 釈 す る こ と も で き る ，と い う こ と で あ

る 。 1 9つ ま り t h î i 関 係 節 の 場 合 ， 制 限 関 係 節 か 非 制 限 関 係 節 か と い う

区 分 は ほ と ん ど 関 係 が な い よ う で あ る 。 そ う で あ る と す れ ば ， t h î i 関

係 節 は 制 限 関 係 節 で あ り ，s ɯ̂ ŋ 関 係 節 は 非 制 限 関 係 節 で あ る と い う 先

行 研 究 に 散 見 さ れ る 定 言 的 な 分 類 は 不 適 切 な 分 類 で あ る と 言 わ ざ る

を 得 な い 。 2 0  
 
5 . 5 .  主 名 詞 句 の 特 定 性  

t h î i 関 係 節 構 文 の 主 名 詞 句 を 特 徴 付 け て い る の は ， そ の 「 特 定 性 」

で あ る と 筆 者 は 考 え る 。特 定 性 の 概 念 に 関 与 す る の は あ く ま で も 話 し

手 自 身 の 知 識 状 態 や 意 図 性 で あ る 。話 し 手 が あ る も の を 別 の も の と 厳

密 に 区 別 し て 特 別 の も の と し て 指 示 し よ う と す る と き ，特 定 性 の 意 味

が 生 じ る 。特 定 性 の 概 念 に は 聞 き 手 の 知 識 状 態（ 聞 き 手 が 指 示 物 を 同

定 で き る か ど う か ） は 関 係 し な い 。 前 節 で 見 た よ う に ， t h î i 関 係 節 の

主 名 詞 句 は「（ 聞 き 手 が 指 示 物 を 同 定 で き る ）定 」の 場 合 も「（ 聞 き 手

が 指 示 物 を 同 定 で き な い ）不 定 」の 場 合 も あ る の は そ の た め で あ ろ う 。 

5 . 3 節 で 具 体 的 に ( 2 9 )に 即 し て 説 明 し た よ う に ， 話 し 手 が 意 図 し た

特 定 の 指 示 物 （ 話 し 手 が 特 定 的 な 実 在 物 と し て 認 定 し 指 示 す る も の ）

                                                  
1 9  こ れ に 関 連 し て ，井 上 ( 1 9 7 6 :  1 6 7 - 1 6 8 )は「 唯 一 の 指 示 を 持 っ た 名 詞 句 で も ，

関 係 節 の 意 味 に よ っ て ， 制 限 ， 非 制 限 の 解 釈 が 成 り 立 つ 」 と 指 摘 す る 。 例 え

ば ， 固 有 名 詞 （ 唯 一 指 示 を 持 っ た 名 詞 ） は 通 常 ，「 地 球 か ら も っ と も 近 い 月 」

の 「 月 」 の よ う に 非 制 限 用 法 的 に 解 釈 さ れ る が ，「 住 み よ い 地 球 」 の 「 地 球 」

の よ う に 普 通 名 詞 と し て 扱 わ れ 制 限 用 法 的 に 解 釈 さ れ る こ と も あ る 。  
2 0  チ ャ ウ ェ ン ギ ッ ジ ワ ニ ッ シ ュ ( 2 0 0 0 ) に よ る と ， 非 制 限 的 修 飾 （ 情 報 付 加 ）

機 能 を 持 つ と さ れ る タ イ 語 の 関 係 節 は ， 実 際 は ① 「 情 報 付 加 」 と ② 「 場 面 限

定（ 眼 前 描 写 ）」の 機 能 を 持 ち ，前 者 の 機 能 は さ ら に ① - 1「 名 詞 句 へ の 情 報 付

加 」， ① - 2「 無 題 の 述 定 的 装 定 」（ 益 岡 1 9 9 5 :  1 4 5 ,  1 4 7）， ① - 3「 提 示 的 連 体 構

文 」 の 3 つ に 分 類 で き る と い う 。 ① - 1 と ① - 2 に は 普 通 s ɯ̂ ŋ が 使 わ れ る が ，

強 調 さ れ る と き に は t h î i が 使 わ れ ，① - 3 と ② に は t h î i だ け が 使 わ れ る と い う 。 
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の 顕 著 な 特 徴（ 特 筆 性 ）を 表 現 し た い と き に タ イ 語 話 者 は t h î i 関 係 節

（ 並 列 の 同 格 節 に よ る 補 足 的 ，主 観 的 修 飾 ）を 使 う の で は な か ろ う か 。

そ れ が 本 稿 の 考 察 の 結 果 得 ら れ た 筆 者 の 仮 説 で あ る 。  

 
6 .  ま と め  

本 稿 は ，「 t h î i 関 係 節 は 主 名 詞 句 を 制 限 的 に 修 飾 し（ 指 示 領 域 を 制 限

し ），s ɯ̂ ŋ 関 係 節 は 主 名 詞 句 を 非 制 限 的 に 修 飾 す る（ 情 報 を 付 加 す る ）」

い う 先 行 研 究 に 散 見 さ れ る 見 方 を 再 考 し ，よ り 基 本 的 な 分 析 概 念 を 使

っ て タ イ 語 の 主 要 な 3 種 類 の 関 係 節 構 文 の 意 味 機 能 を 再 定 義 し よ う と

試 み た 。 本 稿 の 分 析 に よ っ て 導 か れ た 仮 説 を 以 下 に 要 約 す る 。  

① t h î i 関 係 節 は 主 名 詞 句 を 制 限 的 に 修 飾 す る（ 指 示 領 域 を 制 限 す る ）

こ と も あ れ ば ， 非 制 限 的 に 修 飾 す る （ 情 報 を 付 加 す る ） こ と も あ る 。

補 足 的 言 い 換 え に 似 て お り ，そ の 特 徴 は ，話 し 手 が 意 図 し た 特 定 の 指

示 物 の 顕 著 な 特 徴 （ 特 筆 性 ） を 表 現 す る と こ ろ に あ る 。 t h î i 関 係 節 構

文 と は ，「 特 定 名 詞 句 」 と 「 特 筆 的 内 容 を 添 え る 名 詞 句 」 と い う 2 つ

の 構 成 素 が 並 列 関 係 で 結 ば れ た 構 文 で あ る と 定 義 で き る 。  

② s ɯ̂ ŋ 関 係 節 は 主 名 詞 句 を 非 制 限 的 に 修 飾 す る（ 情 報 を 付 加 す る ）。

タ イ 語 の 典 型 的 関 係 節 で あ り ，そ の 特 徴 は ，主 名 詞 句 を 主 題 と し ，そ

の 主 題 に つ い て 評 言 を 添 え る と こ ろ に あ る 。s ɯ̂ ŋ 関 係 節 構 文 と は ，「 主

題 名 詞 句 」と「 評 言 補 文 節 」と い う 2 つ の 構 成 素 が 弱 い 従 属 関 係 で 結

ば れ た 構 文 で あ る と 定 義 で き る 。  

③ 裸 の 関 係 節 は 複 合 名 詞 句 の 構 成 素 と 同 様 ，常 に 非 定 形 で ，話 し 手

に よ る ア ス ペ ク ト 解 釈 や モ ダ リ テ ィ 解 釈 を 明 示 化 で き な い 。か な り 慣

用 化 さ れ 固 定 化 さ れ た 紋 切 り 型 の 概 念 を 表 す の に 適 し て い る 。  
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( 3 2 )  k h r u u  t h î i  c h á n  r ú u  c à k  
 先 生  関 係  私  知 っ て い る  

 私 が 知 っ て い る 先 生 （ 先 生 ， 私 が 知 っ て い る も の ）  

( 3 3 )  k h r u u  s ɯ̂ ŋ  c h á n  r ú u  c à k  
 先 生  関 係  私  知 っ て い る  
 私 が 知 っ て い る 先 生  

( 3 4 )  #  k h r u u    c h á n  r ú u  c à k  
 先 生   私  知 っ て い る  
 （ 意 図 す る 意 味 ） 私 が 知 っ て い る 先 生  
 

本 稿 の 仮 説 に 従 え ば ， ( 3 2 )～ ( 3 4 )の 異 同 は 次 の よ う に 説 明 さ れ る 。

( 3 2 )の「 先 生 」は 話 し 手 に と っ て 特 定 的 な 存 在 で あ り ，「 私 が 知 っ て い

る 」と い う 特 筆 す べ き 特 徴 を 持 っ て い る こ と が t h î i 関 係 節 の 修 飾 か ら

わ か る 。 ( 3 3 )の 「 先 生 」 は 話 し 手 と 聞 き 手 が 同 定 で き る 存 在 で ， s ɯ̂ ŋ
関 係 節 の 修 飾 に よ っ て そ の「 先 生 」に つ い て「 私 が 知 っ て い る 」と い

う 情 報 が 付 け 加 え ら れ て い る 。( 3 4 )は「 先 生 は（ 先 生 に つ い て 言 え ば ）

私 が 知 っ て い る 」 と い う 叙 述 形 式 と し て 解 釈 さ れ ，「 私 が 知 っ て い る

先 生 」 と い う 連 体 修 飾 の 意 味 に は 解 釈 さ れ な い 。 そ の 理 由 と し て ， 1

つ に は「 私 が 知 っ て い る 」と い う 修 飾 内 容 自 体 が 紋 切 り 型 の 概 念 を 表

す 裸 の 関 係 節 と 適 合 し な い こ と ，も う 1 つ に は ，裸 の 関 係 節 構 文 が 成

立 す る た め に は 関 係 節 の 中 に 主 語 名 詞 句 が あ っ て は な ら な い（ 主 名 詞

句 と 関 係 節 内 の 主 語 名 詞 句 の 2 つ の 名 詞 句 が 隣 接 し て は な ら な い ）こ

と ， が 挙 げ ら れ る 。  

今 後 は ，大 規 模 タ イ 語 コ ー パ ス か ら 関 係 節 構 文 の 実 際 の 用 例 を 多 数

収 集 し て 詳 し い 談 話 分 析 を 行 い ，こ れ ら の 仮 説 の 妥 当 性 を 検 討 し た い 。 
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